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編
集
後
記

▼
一
昨
年
四
月
に
石
川
教
張
元
所
長
、
昨
年
四
月
に
中
濃
教
篤
元

所
長
が
相
次
い
で
遷
化
さ
れ
、
今
春
、
そ
の
失
っ
た
も
の
の
大
き

さ
を
、
自
衛
隊
イ
ラ
ク
「
出
兵
」
報
道
の
中
で
感
じ
て
お
り
ま

す
。
前
号
所
報
で
石
川
師
を
偲
び
、
今
号
所
報
で
中
濃
師
を
お
悔

や
み
す
る
稿
を
組
む
寂
し
さ
を
、
お
察
し
く
だ
さ
い
。

▼
四
年
前
に
今
成
元
昭
師
が
、
折
伏
正
意
の
建
前
と
教
団
の
実
態

が
違
う
、
と
摂
受
正
意
を
主
張
さ
れ
た
問
題
提
起
か
ら
始
ま
っ
た

摂
折
問
題
を
、
昨
年
三
月
の
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
と
九
月
の
中

央
教
研
で
取
り
あ
げ
ま
し
た
。
今
成
師
の
所
論
に
対
し
、
十
一
月

の
中
部
教
研
基
調
講
演
で
庵
谷
行
亨
立
正
大
学
教
授
が
二
十
一
項

目
に
わ
た
っ
て
反
論
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
過
多
で
分
か
り
に
く
い

問
題
で
す
が
、
こ
れ
を
各
教
師
の
判
断
材
料
と
し
て
提
供
し
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
一
応
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
河
村
孝
照
師
の
教
化
学
大
会
特
別
発
表
も
、
摂
折
問
題
に
言

及
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
本
年
度
か
ら
、
調
査
研
究
内
容
を
中
央
教
研
と
連
動
さ
せ
、
宗

務
総
長
施
政
方
針
に
も
対
応
し
て
い
く
工
夫
に
取
り
組
み
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
現
宗
研
設
立
の
基
本
で
あ
る

教
学
の
現
代
的
把
握

（
教
化
学
）

新
宗
教
対
策

立
正
安
国
世
界
平
和
実
現
の
三
本

柱
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
で
す
。
現
宗
研
研
究
員
顧
問
嘱
託
が
分

担
し
た
調
査
研
究
内
容
を
、
中
間
報
告
を
含
め
て
掲
載
し
ま
し

た
。

▼
研
究
員
が
研
究
例
会
で
発
表
し
た
内
容
を
、
録
音
再
録
で
掲
載

し
ま
し
た
。

▼
創
価
学
会
の
急
激
な
会
勢
拡
大
期
、
い
わ
ゆ
る
「
折
伏
大
行

進
」
の
理
論
武
装
書
『
折
伏
教
典
』
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
、
資

料
を
提
供
し
ま
す
。

▼
教
化
の
法
則
を
現
場
の
教
師
が
研
究
す
る
教
化
研
究
会
議
と
、

そ
の
実
動
部
門
で
あ
る
教
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
再
認
識
願
い
た

く
、
当
初
か
ら
関
わ
っ
た
現
宗
研
の
『
研
究
時
報
』
を
資
料
と
し

て
転
載
し
ま
し
た
。

▼
中
央
教
研
報
告
は
、
録
音
再
録
を
原
則
と
し
ま
し
た
が
、
基
調

講
演
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
瑞
叡
師
か
ら
大
幅
な
加
筆
が
入
り
ま
し

た
。

▼
牟
田
口
義
隆
師
の
自
記
は
、
住
職
法
務
と
同
時
に
医
師
と
し
て

の
活
動
に
従
事
す
る
中
で
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
ケ
ア
介
護
施
設
を

経
営
し
て
い
る
報
告
で
す
。

▼
活
用
の
便
を
考
え
、
別
冊
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
開
催
の
教
化

学
研
究
発
表
大
会
報
告
『
教
化
学
論
集
４
』
・
『
日
蓮
宗
年
次
年

表
（
平
成
十
四
年
分
）』
の
ほ
か
、『
日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
書
』
・
現
宗
研
教
化
シ
リ
ー
ズ
合
本
再
版
『
創
価
学

会
の
徹
底
的
解
剖
・
内
部
矛
盾
』
を
全
教
師
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
寄
贈
図
書
等
は
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
購
入
図
書
等

も
含
め
た
貸
出
・
閲
覧
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

▼
現
宗
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

現
宗
研

メ
ー
ル

＠

を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
日
蓮
宗
の
宗
是
で
あ
る
「
立
正
」
を
問
題
提
起
す
る
二
十
一
世

紀
の
教
団
と
し
て
、
社
会
に
も
の
申
す
姿
勢
こ
そ
が
、
本
化
別
頭
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の
存
在
意
義
と
心
得
、
調
査
研
究
を
も
と
に
現
代
教
化
を
提
言
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
く
だ
さ
い
。
今
号
所
報
は
、
五
百
頁
余

の
過
去
最
高
頁
数
と
な
り
ま
し
た
。

（
主
任
伊
藤
立
教
記
）


